











































































































































































































ましたがイランの王立大学からの招聘を受けて行かれました。しかし 1979 年 2月に
イラン革命が起こって即時国外退去を命じられ、手に持てるだけの荷物をもって日本
に帰ってこられたのです。再出発のための情報を得ようと訪ねられた上智大学のお世


































































































































































われた大変な年でした。鹿児島県西北部地震と名付けられた地震は 3月 26 日に川内
で震度 5強、5月 13 日には川内で震度 6弱の揺れで、室内でも机につかまってやっ
と立っていられる感じでした。校舎の壁にはひびが入り、体育館も天井のコンクリー
トの一部が崩落し、幸い人は居なかったもののまだ新しいフロアーがかなり損傷しま
した。校地の北側、遊水池に面した側に長い地割れが出来て相当長い間ブルーシート
をかぶせてあったのを記憶しています。9月には瞬間最大風速 74メートルの台風 19
号に見舞われました。屋根のスペイン瓦が針金でつながれたままずれてしまい、噴水
広場では四隅にあるマンホールが雨量を受けきれずにバリアフリーでつながっていた
図書館前通路まで海のように冠水し、メンテナンス用に床を切ってある部分から通
路下を走る暗渠に水が入って中を通してあった内線電話などの線も水浸しになりまし
た。南九州の台風にともなう集中的雨量までは計算に入れてなかったマンホールの容
量を増やして作りなおし、外見を損なうことを覚悟で図書館前通路の端にブロックを
並べたり、体育館の天井と校舎の壁や屋根を修復したり中々大変なことでした。また
正門からの通路に沿ったいわゆる「桜の園」の桜も何本か折れたり根こそぎ抜けたり、
図書館外の芝生にライオンズクラブが植栽してくださっていた「レオの杜」も石の標
識を残して樹木の方は大半損なわれてしまいました。
　このような自然の脅威の記憶もまだ新しい 1998 年には、純心女子学園の創立者シ
スター江角ヤスの生誕百年を記念する事業として 1999 年の竣工を目途に第三期工事
の新校舎建築が始まりました。施工は川内市の春園組、雄建築事務所からの現場監督
として常駐されたのは長谷川さんという若い設計士の方でした。工事の進行中は施主
と設計者と施工者の代表が定期的に「建設会議」を持ちますが、たしか最初の建設会
議の時に最新の耐震建築の工法として「免震構造」が紹介されました。建物の土台を
地面に直接固定せず弾力性のある基底に建物全体を載せて、地面の揺れを吸収すると
同時に建物自体も崩壊しない形で揺れさせるというものです。「建築費が２５％ほど
高くなりますが、どうされますか？」との問いに学校法人側は「お願いします」と答
えました。厳しい財政の中でも学生の安全を最優先にした決断で、鹿児島県では本学
が免震構造の申請第一号です。本学に続いて鹿児島市内の病院が申請され、建物の完
成は病院が先になったそうです。作業が始まり基礎工事が終わると免震用のブロック
が次次にクレーンで吊り降ろされ据え付けられてゆきました。縦揺れを吸収する特殊
な鋼鉄の螺旋のばねと緩やかにカーブした赤みのある金属のパイプを縦に束ねたよう
な横揺れ吸収のばねが建物の底面積全体にわたって交互に並んでいます。実際に地震
の力を受けて損傷したブロックは交換されるとのことでした。この校舎「江角記念ホー
ル」を正面から見ますと建物全体が地面から少し浮き上がっているのがわかります。
完成当時は新しい工法を用いているということで見学に見える方々もあり、場合に
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よっては学内案内の時にこのブロック群の見える地下室までご案内することもありま
した。幸いにしてこの構造の効果を試す機会はまだ訪れていませんし、東日本大震災
の十年も前の最新式であってみれば現在の耐震基準に照らしてはどうなりますでしょ
うか。江角記念ホールの中心にある「江角講堂」は、空室の時には天井の明り取り窓
と外の雑木林の借景を兼ねてステージ正面に大きくとられたガラス窓から入る自然光
で明るさを保ち、講義室、講堂として使用する時は必要に応じて自然光を遮断して照
明に切り替える仕組みになっています。座席の間隔やメモ台の大きさには授業に対応
した配慮があり、音響も通常は講義、講演など「話す」音声に合わせてあります。一
方講堂としては、照明や音響効果の設備が一通り整い、ステージに近いフロアー部分
では座席を取り外して車椅子用スペース、あるいは演技、演奏用スペースの補充とし
ても使えるようになっています。ただし、この講堂を音楽会場として使用したい時に
は専門家に頼んで音響を音楽用に切り替えてもらってくださいとの事でした。また、
ステージ前面には現在「暗天幕」と呼ばれる幕が設置されていますが、いつの日か「緞
帳」もつけられることを予想して必要な準備はできているようです。
　この校舎のエントランスホールには入って左側に広い壁面があり、佐々木真澄先生
の七宝焼きパネルで飾られています。私としては当初、採光の良いこの場所に掲示板
を設置してはと考えていましたが、学生教職員の使用だけでなく、講堂では一般公開
の行事もあって外部からのお客様もお迎えするこの建物の「顔」になる部分に無粋な
掲示板とは何事かという末吉理事長のクレームを頂き、なるほど、と心を入れ替えま
した。丁度その頃、短期大学教授で七宝焼きでは日本の権威でいらっしゃる佐々木真
澄先生の個展にご招待を頂き、いつもながらの静謐な深みのある作風に改めて感銘を
受けましたので、大学の玄関にもご寄贈いただいているこの先生の作品を三点一組く
らいでこのスペースに飾らせていただけたら、と思いました。卒業学年の皆さんが卒
業記念品として寄贈してくださることになり、予算に限度もあることなので恐る恐る
佐々木先生にご相談しましたところ、自分はかねがね大きなスペースを使って製作し
てみたいと思っていたので是非やらせて下さいと快諾され、組作品ではなく壁面全体
を使ったパネル作品として作っていただけることになりました。キャンパス全体をイ
メージした下絵が出来上がり、佐々木先生と施工担当の責任者が打ち合わせをされる
段階になりますと、佐々木先生は、薄く割れる黒い粘板岩（スレート）をタイルのよ
うに正方形に切った建材のサンプルを持参されて、壁面全体にこれを張りつめてほし
いといわれました。施工者の方は難しい顔をされてきっぱりと「できません」と答え
られたので驚きましたが、「これは床用の建材です。平面に貼るために作られた建材
を垂直面に貼ると必ずひずみが出ます。このひずみをどこで吸収するのか、これだけ
の広さの壁面では無理です」との説明に、そういうものかと素人は改めて驚いたこと
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でした。しかし佐々木先生には芸術家として譲れない一線があって、デザインの上で
背景にはどうしてもこの自然石の風合いが必要なのだと強調されました。笑顔もなく
真剣に聞いておられた施工者の方とのお話が最終的にどうなったのか私は知らないの
ですが、作品が出来上がって見ると佐々木先生のお望み通りのスレートの壁面に大き
く美しい七宝焼きの絵が浮き上がっておりました。皆様が今ご覧になる通りですが、
十年以上も陽光にさらされて赤や青の色などはかなり精彩を失っているようです。新
しい時は本当に鮮やかでしかも気品のある色調でした。立派な仕上がりを目にして、
佐々木先生のご満足を思い、繊細な図柄の後ろでひずみを吸収して表向きには隙間の
ないスレートの貼り方に込められた技術者の工夫と苦心を思うにつけ、デザイン側と
して大切なことは大切と主張すれば構造側は何とかしてくれる、というホワイト先生
の信頼の弁が聞こえるようでした。以来今日まで背景のスレートが剥がれたりひびが
入ったりしたことはありません。施工された技術者の陰の功績でしょう。この作品に
佐々木先生は「憧憬（それぞれの学び舎）」という題をつけておられます。「甘美で豊
かな香りを漂わせて」たつ学び舎で学生たちそれぞれが得た印象や記憶が「懐かしい
永遠の憧憬」に昇華して無言のうちに人生の養いとなり、人生の求心的な展望を示唆
するものとなるであろうとの想いが作品のテーマとして示されています。佐々木先生
が本学の学生にかけて下さっている期待とも言えましょうか。
　このように天辰キャンパスに暮らす私たちは知らず知らずのうちに多くの方々の想
いや期待、工夫や努力に包まれて影響を受けながら過ごしているのだと思います。こ
こに取り上げたのはほんの数例にすぎません。触れなかったことの広がりはご想像い
ただくしかありませんが、私の知らないことはさらに限りなく多いわけです。人と人
とのつながりは時間を超え空間を超えて生きていることを私たちのキャンパスのあた
たかく優しい雰囲気は感じさせてくれるのではないでしょうか。この美しい環境で、
優れた先生方とのお交わり、職員の方々の行き届いた支えを頂き、いつも新鮮な学生
たちの眼差しに囲まれて私は十八年もの年月を過ごしてまいりました。かけがえのな
い多くのものをいただきましたことを心より感謝いたしております。ありがとうござ
いました。
